４）豊かな心をもつ人づくり


4-1学校教育計画

【現状と課題】
　　１．学校規模と児童・生徒数の推移
　　　　現在、小学校及び中学校は新島・式根島に各1校、高等学校は新島に1校（普通
科）あります。このうち、式根島小学校は複式となっており、その他の学校は単式学級の小規模校となっています。
児童・生徒数の推移は次表のとおりですが、近年では未就学児が多少増加傾向にはあるものの、全体的には横ばい傾向となっています。
 (
表
32
　児童・生徒数の推移
)
 　　　　表33　未就学児童地区別人口（平成22年4月現在）
	地区
区分
	本村
	若郷
	式根島
	合計

	
	男
	女
	計
	男
	女
	計
	男
	女
	計
	男
	女
	計

	0歳児
	6
	3
	9
	2
	4
	6
	2
	1
	3
	10
	8
	18

	1歳児
	6
	6
	12
	1
	0
	1
	3
	2
	5
	10
	8
	18

	2歳児
	6
	8
	14
	1
	0
	1
	1
	2
	3
	8
	10
	18

	3歳児
	14
	8
	22
	0
	4
	4
	1
	1
	2
	15
	13
	28

	4歳児
	10
	9
	19
	3
	2
	5
	1
	2
	3
	14
	13
	27

	5歳児
	11
	11
	22
	2
	1
	3
	1
	2
	3
	14
	14
	28

	6歳児
	16
	13
	29
	2
	0
	2
	3
	2
	5
	21
	15
	36

	合　計
	69
	58
	127
	11
	11
	22
	12
	12
	24
	92
	81
	173




　　２．学校施設・設備
施設面では、各学校の校舎及び体育館の耐震補強が新島中学校校舎をのぞいて、平成23年度には終了します。ICT教育環境の整備は、平成21年度に全ての小・中学校がデジタルテレビ、電子黒板機能付デジタルテレビ、教育用コンピューター、校務用コンピューター、校内ランを導入し完了しています。また、校庭は、平成22年度、全ての学校が芝生化され、雨や風に強いグラウンドに整備されました。
今後の課題として、築後46年を経過し、老朽化とともに機能的にも不十分な新島中学校の校舎の改築が残されています。

　　３．児童・生徒の状況と環境
　　当村の児童・生徒を取り巻く教育環境は、豊かな自然、相互扶助の精神に富む地　域性、広い校舎・校庭など、都区内に比べ恵まれた環境にあると言えます。
昭和59年に保・小・中・高の教員で組織する「新島村一貫教育研究会」が発足し、平成15年からは「新島村連携型中高一貫教育」が積極的に進められています。その成果は、学力の向上や大学等への進学率・合格学校レベルの向上など、顕著に現われてきています。しかし、保・小・中・高と少人数で同じ顔ぶれのため、競争心がなく、家庭学習の習慣が薄れ、自主性や創造性の不足が目立っています。
　　課題は、式根島小学校の複式学級の解消にあります。今後の児童の推移を見ても、複式学級の編成は免れることができません。

　　４．教職員
　　　近年は、教職員の島しょ地区公募制度が導入され、優れた、やる気のある教職員の確保が可能となってきています。新島村の保・小・中・高の連携は異種学校間の垣根を越えた交流を可能にし、連携授業にとどまらず、各種行事、部活動の連携等、教職員の連帯意識はさらに高まっています。
　　　課題は、教職員の研修において、離島という地理的、人的条件が足かせとなっています。離島のハンディキャップをなくす研修体系の構築が望まれています。

【計画の主題】
<家庭・地域の教育力の向上を目指す>
　　　　　　「何時でも、誰でも、どこでも」同じ恩恵を受けることができるユビキタス
　　　　　情報社会となり、児童・生徒の生活様式は都会と変わりない状況下にあります。
児童・生徒は室内で少人数で遊ぶ習慣が定着し、気力・体力の低下が顕著に現れてきています。
　　　　　　家庭・地域教育では、生活のために必要な習慣を身に付けさせるとともに、
自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図る必要があります。それには、
家庭・地域・学校の緊密な連携が必要です。

<基礎学力の定着、水準の高い教育の推進>
　　　　　　ゆとり教育による授業時数と指導内容の減少にともない、全国的に学力の低
下が如実に現れてきており、文部科学省は新学習指導要領で指導内容と授業時数の増加を決定し、学校現場では授業時数の確保に追われている状況です。
　　　　　　新島村では、基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせる教育を推進し、
学力の向上を図ってきました。更なる、基礎学力の定着を図り、水準の高い教育の推進を図る必要があります。

<キャリア教育の推進>
　　　　　　情報技術革新は、社会経済・産業的環境の国際化など、グローバルな変革を
　　　　　　もたらし、子供たちの自らの将来の希望にも大きな影響を与え始めています。
　　　　　　社会環境の変化は、子供たちの心身の発達にも影響し、友達関係がうまくい
　　　　　　かない、自分で意思決定ができない、自己肯定感をもてない、将来に希望を
　　　　　　持てない等の子供が増えていることが指摘されてきています。
　　　　　　学校教育に求められている課題は、「生きる力」の育成に欠かせない「確かな
学力、豊かな人間性、健康・体力」を、学校の学習と社会とを関連付けた教育
の推進です。

<教育関係施設の充実と有効活用及び適正配置>
　　　　　　教育関係施設は、児童・生徒だけのものではありません。世代を超えて活用
されることが本来のあるべき姿です。生涯学習の基盤づくりに欠かせないもの
が、教育関係施設の充実です。
　　　　　　平成21年度に学校のICT環境は整備され、平成22年度には全ての学校の校
庭が芝生化され、生涯学習の基盤づくりは着々と進められています。これから
は、学校教育と社会教育の連携した学校施設の活用の検討が必要です。

【「10年後の新島村」の姿】
１．連携型一貫教育の確立
　　　　　　保育園・小学校・中学校・高等学校の連携をさらに強化し、「新島村連携型一
貫教育」が確立しています。
２．キャリア教育の確立
　　　　　　将来を見据え、子供たちが主体的に進路を選択し、夢をかなえる力を持った
人材の育成のためのキャリア教育が確立しています。

３．特別支援教育の確立
　　　　　　障害のある児童・生徒一人一人の教育的ニーズに応じて適切な教育的支援を
行う「特別支援教育」が確立しています。
４．教育関係施設の充実
　　　　　　全ての小・中学校は築後30年以上経過しており、適正規模・適正配置の検討
を実施し、新しい学校づくりに着手しています。新島中学校については、新し
い校舎が建設され、教育環境がより充実しています。

【今後の施策】
１．就学前教育、学校・家庭・地域の連携
　　　　　　保育園の子供たちが、小学校における学習や生活に適応できるよう、保育園
から小学校教育への連続性を保つため、連携型教育を推進します。また、学校・
家庭・地域が連携し、地域全体で子どもの教育を支える取組を進めます。
２．保・小・中・高の連携型一貫教育の推進
　　　　　　幼児・児童・生徒の指導にかかわる教職員が連携を持ちながら、それぞれの
発達段階に応じた一人一人の資質と能力を伸ばすため、連携型一貫教育の推進
を図ります。
３．特色ある学校づくりの推進
　　　　　　伝統行事や自然との関わりを持った地域学習、ゲストティーチャー（村民講
師）を活用して地域を学び、地域を愛する心を育てる教育を推進します。
４．特別支援教育の推進
　　　　　　発達障害を含む障害のある児童・生徒の能力を最大限に伸長するため、社会
的自立のできる力を培う特別支援教育を推進します。
５．情報モラル教育の推進
　　　　　　インターネット・携帯電話の適正利用に向け、児童・生徒への指導を継続的
に行います。
６．基礎・基本の学力の定着と伸長
　　　　　　基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれぞれの教科で身に付けた知識・技
能を活用する学習を推進します。
７．ICT教育の推進
　　　　　　ICTを活用して「分かる授業」を実現するため、教育用コンテンツの整備や、
教員のICT活用指導力及び授業力の向上を図ります。
８．豊かな心を育てる教育の推進
　　　　　　児童・生徒に、社会の責任ある一員としての規範意識や公共心、思いやりのある心をはぐくむため、道徳教育の一層の充実を図ります。

９．基礎体力向上の推進
　　　　　　校庭芝生化により、基礎体力の向上に向け、体育授業や体育的行事の質を高め、運動量を増やすための指導内容・方法の工夫・改善を図ります。
10．キャリア教育の推進
　　　　　　児童・生徒の勤労観・職業観や主体的に進路を選択する意欲・能力・態度を
育てる、キャリア教育の充実を図ります。
11．新島中学校の移転改築
　　　　　　築後46年を経過した新島中学校は、老朽化とともに現代的な利用ができない状況で、国の公共施設としての耐震基準をも満たしておらず、改築が急がれているところです。平成15年から始まった「新島村連携型中高一貫教育」は、大きな成果が挙がり、更なる発展のため、新島高校の改築に併せて同じ敷地内への新島中学校の移転改築を実施します。
12．学校の適正配置等について検討
　　　　　　管内小・中学校の今後のあり方について検討します。
　　　13．跡地利用
　　　　　　旧若郷小学校校舎は、23年度においてコミュニティ施設として整備される予
定となっていますが、同校のプールや新島中学校移転改修後の校舎等の跡地利
用計画策定について、横断的な組織の下、進めます。
　　　14．奨学金制度
　　　　　　将来の新島村を担う人材の育成のため、奨学金制度についても再度見直しを
進め、時代のニーズに合った制度への対応を迅速に行います。
　　　

4-2社会教育計画

【現状と課題】
１．多様化する学習ニーズ
情報技術革新は、高度情報化により離島のハンディキャップを取り除き、村民の
生涯学習ニーズは多様化する一方です。年間、各種の社会教育関係行事を実施して
いますが、村民のニーズを十分に満足させることができない状況にあります。

２．子供たちの余暇の増大と地域の教育力
　　　　学校が週5日制となり、子供が家庭や地域で過ごす時間が多くなり、地域の教育
力はさらに重要になってきています。
　　　このため、PTAや地域の団体などの組織的な活動が、子供たちにとって大変重要な
ものになってきました。

３．文化・スポーツ活動への支援
　　　　余暇の増大とともに、趣味の文化活動や健康・体力づくりのスポーツ活
動への関心が高まってきています。そのため、当村においても、村民一人一人が、
健康で心豊かな生活を享受できるよう、村民の自発的な文化・スポーツ活動の支援
をしていくことが必要です。
          表34　 文化･スポーツ団体一覧
	
	団　体　名
	加盟団体または内容

	

新







島
	新島文化協会
	富洋会・自然愛好会・二三芳姫会・句会「波の音」・妙壷会・フラサークル・郷土料理研究会・コーラス風・十二舞・新島囲碁クラブ

	
	新島体育協会
	野球連盟・バレーボール連盟・ソフトボール連盟・ゲートボール連盟・柔剣道連盟

	
	郷土芸能保存会
	獅子木遣保存会・大踊保存会

	
	少年野球
	小学校3～6年生

	
	ｼﾞｭﾆｱﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
	小学校3～6年生

	
	若郷大踊保存会
	大踊りの保存・伝承

	
	新島ガラス協会
	新島ガラスの製作

	
	風神組
	和太鼓（子供風神太鼓含む）

	
	若潮会
	若郷地区の子供会（小学生から高校生まで）

	
	レインボーサーフィンクラブ
	地元のサーフクラブ（ビーチクリーン活動やイベントへの協力などを展開）

	　式

根

島

	
式根島文化協会

	式根島大漁太鼓・華道部・コーラスふきのとう・都島俳句会・式根島老人会俳句・絵画同好会・陶芸クラフト696・島心（バンド）

	
	郷土芸能保存会
	式根島太鼓・島節・馬鹿囃子・大漁節

	
	　式根島社会体育協会

	バレーボール連盟・柔道会・剣友会・野球・ソフトボール・バドミントン・陸上連盟・サッカークラブ


　　
　　　　　　　　　表35　社会教育関係施設
	
	　　　　　施　　　設　　　名

	

新　　　島

新島
　　　　
	博物館･21クリエートセンター・住民センター・いきいき広場・新島スポーツ広場・ふれあい農園・ガラスアートセンター・ガラスアートミュージアム・都立羽伏公園・若郷福祉センター・青葉会館・コミュニティーセンター・村民プール・新島小学校・新島中学校・新島高校・旧若郷小学校

	式　根　島
　　　　　
	開発総合センター・式根島スポーツ広場・式根島福祉センター・式根島小学校・式根島中学校



【計画の主題】
<村民の社会教育活動の支援>
　　　　　　社会教育団体の活動を支援するとともに、村民の文化・スポーツ活動を支援
し、社会教育施設の充実と活用の促進を図っていきます。

<家庭と地域の教育力の向上を図る>
　　　　　　PTAや村内各種団体と協力して、助け合いの村づくりを目指し、「モヤイ精神」
の高揚と地域全体の教育力を高め、青少年の健全育成を図ります。

【「10年後の新島村」の姿】
１．図書館の整備
　　　　　　毎年購入する図書が増大し、現在の図書室では蔵書に限界があります。ICT
環境を備えた図書館を建設し、村民の生涯学習の基地として整備します。
２．いきいき広場の改修
　　　　　　いきいき広場は野外スポーツ活動の拠点として活用されています。しかし、
建設されて20年を経過し、グラウンドの不陸が目立ってきました。幼児からお
年寄りまで利用しやすいトイレにするなどの改修工事を実施します。
３．文化・スポーツ活動の指導者の育成
　　　　　　文化・スポーツ活動の発展には、より指導力のある人材が必要です。プロの
芸術家やプロスポーツ選手の招聘による村内の指導者の育成が重要です。

【今後の施策】
１．文化協会とともに村民文化祭を開催し、村民の文化活動の発表の場として、さらに充実したものにしていきます。
２．体育協会とともに全村的なスポーツ大会を開催し、村民の健康と体力づくりの
レクリエーションと、競技スポーツの推進を図っていきます。
３．村民の健康と体力づくりのため、さわやか健康センターと協力した事業を計画
していきます。
４．地域での青少年の文化・スポーツ活動を支援します。
５．村民の文化・スポーツ活動を支援するとともに、社会教育団体の組織強化を図
ります。
６．学校週5日制を活用した、児童・生徒を対象とした事業を実施していきます。
また、子供会や地区会などの、子供たちが主体となって行う行事を支援します。
７．村民が行うボランティア活動を支援していきます。
８．村民の文化・スポーツ活動のため、学校施設の開放を進めます。
９．村民の文化活動を振興するため、美術・音楽・映画・演劇・舞踊などの優れた
芸術を体験する事業を実施します。
10．スポーツの専門指導者を招聘し、村民のスポーツ活動を振興するとともに、村
内指導者の育成を図ります。
12．生涯学習施設としての博物館の活用を促進します。
13．生涯学習として地域資源を活かしたユニークな授業に、ガラスアートセンター
を積極的に活用します。
　　　14．21クリエートセンターを改修し、将来の起業や企業誘致に対応できる多目的施
設として再整備します。









4-3文化遺産の保護と伝承

【現状と課題】
１．新島村の文化財を守り伝える
　永年受け継がれてきた文化遺産は、村民の暮らしの歴史そのものです。歴史と文
化、そして豊かな自然を後世に保護・伝承していくことは、変化の激しい現代においては、極めて重要な課題です。当村では、新島・式根島の歴史と文化を伝え残すために、文化財の指定や、史跡旧跡の保護、遺跡の調査や古文書・書画などの修復、郷土芸能の保存・伝承活動への支援を行っています。

２．新島村博物館の活動と文化財保護行政
　平成10年に新島村博物館を開館し、新島・式根島の自然と歴史、文化について展
示を行う共に、教育普及活動にも取り組み、学校教育や社会教育の場としての役割を果たしています。そして、博物館本来の活動として、資料の収集、整理、保存と調査研究活動及び教育普及活動に努力しています。

３．新島・式根島の歴史と文化を伝えていくための整理、保存と調査、研究
　新島村には、まだ発掘されていない文化財や文化遺産があります。今後、さらに
資料の収集と調査、研究を深め、記録していく必要があります。資料の活用をしや
すくするために古文書の目録の電子データ化を進めています。

４．文化財の教育普及活動
　村民が新島、式根島の歴史と文化、そして自然に親しみ、学ぶための教育普及活
動を充実させ、博物館の展示資料や展示方法について常に検討を重ね、情報提供を図っています。また、毎年、企画展や文化講演会を開催して民俗芸能・歴史・自然等の教育普及活動を行っています。これらの情報は、当村の観光資源としても活用されています。

【計画の主題】
<文化財の保護と活用>
　東京都及び村指定の史跡、旧跡、天然記念物、考古資料、古文書、書画、民
俗芸能などを保護・修復・伝承していくと共に公開し、学校教育や社会教育での活用、他の博物館等との連携、観光資源としての活用も図っていきます。

<博物館活動の充実と施設利用の促進>
　　　　　　博物館活動としての資料の収集に努め、整理と保存、調査、研究及び教育普
及活動を充実させていくと共に、管内学校の博物館利用を一層進めていきます。
博物館を住民の身近なものにし、住民の生涯学習活動を支援していくと共に、
研究機関等と協力しながら事業を推進していきます。

<新島・式根島の文化遺産の目録の整理、作成>
　村の既存の古文書の目録の整理はほぼ完了しました。その他、住民の方々か
ら寄せられた多くの文化遺産の目録を整理・作成し、調査・研究の基礎資料と
します。

【「10年後の新島村」の姿】
１．博物館来館者の増員
多賀朝湖（英一蝶）、宮川一笑等の江戸時代の優れた流人絵師の作品が当村に
は多数保存されています。それらを修復し、流人絵師展を開催し、観光客の誘
客を図ることなどにより、5～6千人で推移している来館者数が１万人
を超えています。

２．新島村全体をエコミュージアムに
　　　　　　新島・式根島の自然と歴史、文化、産業を学ぶための「新島村エコミュージ
アム」の確立により、学校教育や社会学習の場として利用されています。
		
【今後の施策】
１．史跡・旧跡と天然記念物周辺の清掃、整備を行い、文化財の教育普及活動や観
光資源として保護していきます。
２．国指定の無形文化財の大踊、都指定の獅子木遣、神楽などの民俗芸能の後継者
の育成のための支援を行っていきます。
３．民家などに保存されている文化財、とりわけ古文書や書画については、火災、
虫害、カビなどから守るための援助や、博物館への寄贈、寄託を促し、博物館
収蔵庫への保管を進めます。
４．村の文化財保護審議会と協力し、村内の文化財について、平成元年度に実施し
た「新島・式根島民俗資料悉皆調査」などをもとに、改めて調査し、目録を整
理していくと共に、重要なものは指定文化財として登録、公開していきます。
５．文化財の保護・保存のため、修理・修復・復元を行っていきます。
６．新島村博物館に所蔵する資料をはじめ、当村の文化財の目録を電子データ化し
ていくと共に、博物館収蔵庫の整理を行い、機能性を高めます。
７．資料の活用を進めるために、古文書の解読事業を継続します。
８．文化財の保護活動を生涯学習の一つとして捉え、ボランティアの育成
を行うと共に、その学習を支援します。
4-4新しい文化の創造

【現状と課題】
　　　長引く不況で観光産業の低迷が続いています。博物館への来館者は管内の学校の児
童・生徒の利用者が増えていますが、観光客の来館者は右下がりになっています。
　　新島は、かつては「中江戸」と称されるほど栄えた時代がありました。真に豊かな村とは豊かな産業と共に、豊かな文化が息づいてこそ言えるのです。管内学校の児童・生徒の来館者の増加はまさに、新たな文化の創造を期待させます。

【計画の主題】
<住民のスポーツ活動と創造性、独創性を支援>
　　　　　　東京国体のビーチバレーボールの当村での開催を契機に、住民の新たなスポ
ーツへの取り組みや、文化活動を援助し、その活動が継続していくよう支援し
ます。

<島外の優れたスポーツ・文化を紹介>
　　　　　　生の文化・スポーツ等に直接接する機会の少ない島にあって、優れた芸術作
品やスポーツ指導者を招聘し,スポーツ、文化の振興に役立てます。

<コーガ石と新島ガラスを生かした文化の創造>
　　　　　　当村の石の文化を残していくと共に、当村でしかできないコーガ石を原料に
　　　　　した新島ガラスを活かした新たな文化の創造を図っていきます。

【「10年後の新島村」の姿】
１．次代を担う子供たちや、住民の創造性、独創性を大切にし、スポーツ、文化活
動を支援していくと共に、スポーツの優れた指導者を招聘しスポーツ振興図ら
れています。
２．優れた芸術作品を鑑賞する機会を設けると同時にリーダー育成にも取り組まれ
ています。
３．新島国際ガラスアートフェスティバルが、より国際的評価を受け、ガラスアー
トの島として知名度が向上しています。また、コーガ石についても、新たな石
の文化として活用されています。


【今後の施策】
１．子供たちや住民のスポーツ、文化活動を支援すると共に、指導者やリーダーの育成を行います。
２．住民の要望にそったスポーツイベントを開催します。
３．島外の優れた音楽、美術、芸能、映画、演劇などの芸術を鑑賞する事業を実施
していくと共に、住民の活動も支援していきます。
４．新島村地区作品展や地区音楽会を、さらに充実させます。
５．村民文化祭など、文化活動の場を充実させます。
６．特産のコーガ石の建造物と街並みを保存創造していくことによって、当村しか
できない石の文化の景観を築き、将来への村民の財産としていきます。
７．石のモニュメント設置について、専門家の意見を取り入れて修景美化や街並み
づくりの観点を持ちながら取り組みます。
８．新島国際ガラスアートフェスティバルへの住民参加を促進します。


小学校	
昭35	昭45	昭50	昭55	昭60	平2	平7	平12	平17	平22	635.0	491.0	271.0	313.0	321.0	281.0	198.0	165.0	130.0	149.0	中学校	
昭35	昭45	昭50	昭55	昭60	平2	平7	平12	平17	平22	381.0	268.0	167.0	113.0	165.0	173.0	118.0	80.0	71.0	57.0	高等学校	
昭35	昭45	昭50	昭55	昭60	平2	平7	平12	平17	平22	0.0	0.0	0.0	83.0	63.0	86.0	52.0	82.0	60.0	56.0	
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